
　　　　

令和7 年 3 月 1 日

8 時 40 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

自宅送迎希望の場合はご相談ください。

家族支援

支　援　内　容

食事（食べる前の準備、食べる動作、食べ終わった後の片付け）・整容（衣服や髪の整え方、ヒゲ等の身だしなみの整え方）・排泄（排泄動作の自立に向けた支援、排泄介助）・着脱
（ボタンやチャックの留め方、外し方、寒暖差に合わせた衣服の選び方）について、一人一人の年齢、能力に合わせた介助、自立に向けたプログラムを実施しています。
日常生活動作が自立している児童に対しては、将来の進学、就職、事業所への通所、入所に向けた生活全般についてのプログラムを実施しています。

運動：縄跳び、ストレッチ、風船バレー、ボウリング、ボッチャ、シャトルラン等、学校での体育の授業で行う運動をメインとして行い、その他にも動画を見ながらの軽運動、屋外散
　　　歩や、近所の公園、広場での外遊びを行っています。
感覚：巧緻性訓練（指先でつまむ、掴む、引っ張る、結ぶ、はさみで切る、ちぎる、鉛筆で書く等）、色彩感覚（絵を描く、色を塗る、ちぎり絵、貼り絵等の創作活動）、知覚（冷た
　　　い、暖かい、柔らかい、固い、ザラザラ、ツルツル、すべすべ、モコモコ等、色々な物に触れてみる）等に関するプログラムを実施しています。本

人
支
援

・児童の発達、支援内容に関する相談、助言等
・家庭での過ごし方、関わり方、スケジュールや見通しの立て方、伝え方等についてご家族様の意向、心配事、困り事に関する相談、助言等
・学校生活での他生徒との関わり方や、学習面、精神面での心配事、困り事に関する相談、助言等
・小学校、中学校、高校の卒業後の進路や将来の生活についての相談、助言等
・制度やその他のサービスについての相談、助言等
・利用している児童本人だけでなく、きょうだい、家族等に関する相談、助言等
以上の事に関して、ご家族様のニーズに合わせて、面談等実施しています。

法人（事業所）理念

　社会福祉法人ぶさん会は
　　利用者様のために
　　　地域のために
　　　　未来のために
　　　　　お役に立つ法人であり続けます

事業所名 柿の木苑　放課後等デイサービス 作成日支援プログラム

算数（数字の概念、計算、図形等）、国語（書字、言葉の決まり、文章の書き方等）等の学校での学習状況に準ずる学習課題、自分の気持ちや行動の振り返り学習等、年齢、学習状況に
合わせたプログラムを実施しています。

文字の読み書きの学習、名詞、形容詞、動詞等の学習、指示内容を理解して行動する練習、言葉遣いの学習、自分の気持ちの伝え方、相手の気持ちの考え方、相手を思いやった言葉の選
び方・伝え方の学習等、「聞く」「伝える」学習プログラムを実施しています。

一対一、数名の集団、大人数の集団での関わり方についての学習、家庭での事や学校生活での心配事や困った事についてSSTを行い、行動を見直したり考えを掘り下げていく学習、就職や
実習に向けて社会的マナーやビジネスマナーについての学習を実施しています。

支援方針

①利用者様が地域で安全安心に暮らせれるように、自立支援に務めます。
②利用者様を中心に、事業所は創意工夫に努め、生きがいとなる福祉サービスをご提供できるよう務めます。
③求められている新しい福祉サービスがご提供できるよう創造し続けます。
④利用者様を中心に、事業所、ご家族様、地域住民が連携できるよう、協力と助け合いに務めます。
⑤利用者様、ご家族様、地域住民の未来のために、事業所は常に研鑽に務め、次世代を担う人材の育成に取り組み、構成で誠実な人材を育てていく事を目標とします。

営業時間 送迎実施の有無



１０月：ハロウィン仮装パーティー等
１１月：防災訓練、ボッチャ大会、卓球大会等
１２月：クリスマス会、大掃除等
　１月：お正月遊び、書初め大会、生活訓練（調理器具の使い方や簡単な調理実習）等
　２月：冬の壁画制作、豆まき会、鬼のお面制作等
　３月：ひな祭り会、思い出アルバム作り、卒業おめでとうパーティー等

主な行事等

移行支援

地域支援・地域連携

・根城史跡や地域の公園などを活用させていただき、地域の方々との交流の機
　会を設けています。
・感染症流行前は、消防署、自衛隊の見学等も企画、実施し、地域で活躍され
　ている方々のお話を聞く機会を設けていました。

職員の質の向上

・全職員対象の月１回の法人研修実施
　（虐待防止、身体拘束等適正化について、事故防止について、感染症
　　対策について、防犯について、災害について、支援について等）
・サポーターカレッジを活用して、職員一人一人が自分に必要なスキル
　についての個人学習を実施しています。
・外部研修にも参加し、強度行動障害、医療的ケア児等への対応が可能
　となるよう、知識と実践を身につけていきます。

４月：入苑式、自己紹介ゲーム等
５月：春の壁画制作、根城史跡での屋外遊び、母の日のプレゼント制作等
６月：防災訓練、梅雨の壁画制作、父の日のプレゼント制作等
７月：七夕の飾りつけ、夏の壁画制作、大掃除等
８月：夏休み行事　レクリエーションスタンプラリー、お買い物訓練
　　　保護者様自由参観日、太鼓の演奏会、思い出アルバム作り等
９月：秋の壁画制作、地域の公園での屋外遊び、野菜収穫体験等

・児童一人一人が、より良い生活を送る事が出来るよう、他の放課後等デイサービス事業所、児童発達支援センター、保育園、幼稚園、学校、医療機関と連携しています。
・ケース会議や担当者会議は定期的な開催だけでなく、突発的な問題が発生した場合にも開催し、問題や心配事の早期解決に努めています。
・他の放課後等デイサービスをご利用されている方については、生活や活動についてお互いの事業所での「出来ている事」「出来るようになった事」「今の課題」について情報共有を
行っています。


